
 

 

 

      前橋西ロータリークラブ例会メーキャップ 
 

世界文化遺産 富岡製糸場見学の記録 
                               作成 IT 委員会 石塚克己 
                                   
・はじめに 

2014-15 年度 職業奉仕委員会は事業計画に幾つかの職場観察を掲げた。以降、検討を重ね、案として 

他県ロータリークラブの例会メーキャップ、世界文化遺産登録になった富岡製糸場見学が挙げられた。 

早速、群馬への行程上、日時や時間帯など例会参加が可能なクラブを松村委員長が綿密に調査。結果、 

前橋西ロータリークラブが浮かび上がった。歴史も会員数も共通するクラブである。 

松村職業奉仕委員長、出席委員会 熊谷委員の両氏が前橋西 RC 会長幹事と連絡を密に取り合い、 

11 月 14 日、実現に至る。以下、世界遺産見学を兼ね、研修と親睦が図られた 2 日間の記録である。 

 
 
・11 月 14 日（金） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
AM8 時 30分に出発 11時 30分 例会場の群馬ロイヤルホテルに到着  前橋西 RC会長幹事がお出迎え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
AM12時 10分に例会場へ 入口にてメイク料 ニコニコを払う    3名ずつテーブル席にて情報交換 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
食事は山菜うどんと鮭とわかめの混ぜご飯 優雅な雰囲気です 点鐘「会長の時間」と記されていました 

 
 
 
 
お土産「将門煎餅」の披露           バナー交換    例会のメインは富岡製糸場 DVD鑑賞  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
富岡製糸場紹介 DVDを 12本頂く      武藤会長のあいさつ      女性幹事らしい独特のアナウンス  

 
 
 
 
 
 
 
 
                     

ニコニコ抽選で水海道クラブが当選    例会終了後に記念写真  水沢観世音と榛名湖を観光し宿泊地へ 
・11 月 15 日（土） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 AM9時 30分富岡製糸場に到着      比較的空いていましたが時間とともに人の波が増えました 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
場内外で世界遺産としてのおもてなしが模索進行中といった感じでした 

2014-2015 年度 

水海道ロータリークラブ  

職業奉仕・親睦・出席委員会合同事業 

富岡製糸場をあとにして、足利市の栗田美

術館を見学し水海道に戻りました。 

今回、他県クラブ例会参加をとおして感じ

たことはロータリーの普遍性でもあります。 

全世界、全国津々浦々、事業トップの仲間

たちが同じ時間帯に同じような例会、活動を

していることを知るだけで、ロータリーとい

う団体に所属している意義も深まるのではと

思います。次回このような企画にはより多く

のご参加をおすすめします。 参加会員一同 
栗田美術館にて ここにも RCの足跡が 

11 月 14 日 前橋西 RC 例会プログラム  
1-点鐘 2-ロータリーソング（我等の生業） 3-お客様の紹介 4-会長の時間 5-DVD 鑑賞（30 分） 
6-水海道 RC とのバナー交換 7-水海道 RC 会長挨拶 8-幹事報告 9-出席報告 10-ニコニコ BOX 報告 
11-委員会報告 12-点鐘            ホームページは『前橋西ロータリークラブ』検索 

金井 修会長からメンバー

紹介・あいさつ 

グループでの説明コース 

約１時間 


